
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗原または抗体を結合させた微小粒子が懸濁し 状試薬を収納す 薬容器と、
　該液状試薬を分取するプローブと、
　
　該液状試薬と試料を混合し反応させる反応容器と、
　該反応容器中での反応を測定する測定器と、
を備えた免疫分析装置であって、
　
　

　

ことを特徴とする免疫分析装置。
【請求項２】
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た液 る試

該プローブで前記液状試薬を分取するに先立ち、該試薬を攪拌する攪拌器と、

前記試薬の分注順序がキャリオーバの影響を受け得るものである場合、
ａ）後に分注される該試薬が前回攪拌された後に経過した時間が、予め定められた攪拌

間隔時間以内である場合は、前記攪拌器にて攪拌を実行しないようにし、
ｂ）後に分注される該試薬が前回攪拌された後に経過した時間が、予め定められた攪拌

間隔時間より長い場合は、前記試薬を前記反応容器へ分注する順序を変更する、
ように制御する制御機構を備えた

抗原または抗体を結合させた微小粒子が懸濁した液状試薬と試料を混合，反応させて該
試料中の抗原または抗体の有無を分析する免疫分析方法において、

前記試薬の分注順序がキャリオーバの影響を受け得るものである場合、
ａ）後に分注される該試薬が前回攪拌された後に経過した時間が、予め定められた攪拌

間隔時間以内である場合は、攪拌を実行しないようにし、



　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は抗原または抗体を結合させた微小粒子（粒子ビーズ）が懸濁した液状試薬を用い
た免疫分析装置及び分析方法に係り、特に反応容器への該液状試薬の分注操作に先立った
液状試薬の攪拌機構の制御機構を備えた免疫分析装置及び方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ヘテロジニアスな免疫分析法においては、スライドグラス，マイクロチップ，カオリン等
の珪土，９６穴等のマイクロプレート，プラスティックビーズ，ポリプロピレンビーズ，
ポリカーボネートビーズ，ラテックスビーズ，ゼラチンビーズ、あるいは磁性ビーズが固
相体として用いられ、この表面にて最終反応生成物が形成される。最終反応生成物には、
ペルオキシダーゼ，アルカリフォスファターゼ，ガラクトシダーゼなどの酵素，アクリジ
ウムエステル，ルテニウムなど発光物質，フルオレスセイン，ローダミンなどの蛍光物質
，ユーロピウムなど希土類発光物質が標識された抗体，抗原，アビジン等が結合される。
標識体に基質，発光液，発色液を加え、さらに必要であれば、ｐＨを変化させる，電圧を
掛ける、あるいは温度を至適条件にすること等により、発色，発光，蛍光，燐光等が観察
される。これを計測することにより、試料中の目的の分析対象物量の有無，分析対象物量
を推定することが出来る。
【０００３】
固相体はそのまま、あるいは抗体，Ｆａｂ，Ｆｃ，抗原，アビジン，ビオチン、あるいは
プロテインＡ等の最終反応生成物の形成に関わる物質、あるいは、分析対象物を含む最終
反応生成物の形成に関わらず、抗原抗体反応に基づかない非特異的反応とされる反応を阻
害する物質でコートされる。
【０００４】
固相体のうち、粒子状あるいは球状の固相体は、固相体の乾燥品として、あるいは保存液
，希釈液，拡散液等緩衝液中に懸濁され保持されている。この内、保存液，希釈液，緩衝
液中の懸濁されている粒子ビーズはそれら液体との比重の相違から、攪拌が為されない場
合、浮遊あるいは沈殿することがあり、計測に際して反応容器への分注操作前に粒子ビー
ズの攪拌がなされ、緩衝液中で粒子ビーズが均一に懸濁されるような操作がなされるのが
通常である。均一に懸濁していないと、分析結果にばらつきが生じ正確な分析ができない
。
【０００５】
特開平４－４７２６６号公報では、液状試薬に懸濁している微小粒子が均一に分散された
状態で試薬を分取するため、標準の攪拌インターバルを設定し、このインターバル時間に
基づき液状試薬を強制的に攪拌する技術が開示されている。
【０００６】
一方、この攪拌操作は、攪拌棒あるいは攪拌子を緩衝液中に入れ攪拌棒，攪拌子を回転な
どさせ液を攪拌するものの場合、攪拌に際して粒子ビーズ試薬に浸漬される部位が生じる
ため、攪拌棒あるいは攪拌子を介した異なる試薬どうしでの試薬のコンタミネーション（
試薬キャリオーバ）が起こり得る。試薬キャリオーバも分析結果の再現性を悪化させる要
因となる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし特開平４－４７２６６号公報に開示された攪拌方法では、単に微小粒子の均一分散
のための標準インターバルのみに留意しており、キャリオーバの観点からの検討がなされ
ていない。
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ｂ）後に分注される該試薬が前回攪拌された後に経過した時間が、予め定められた攪拌
間隔時間より長い場合は、前記試薬を前記反応容器への分注する順序を変更する、
ことを特徴とする免疫分析方法。



【０００８】
本発明の目的は、抗原または抗体が結合した微小粒子が懸濁した液状試料を用いた免疫分
析装置及び分析方法において、分析結果の再現性が高い免疫分析装置及び分析方法を提供
することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
自動免疫分析装置において反応固相として粒子ビーズを用いている場合、反応容器への粒
子ビーズの分注に先立ってこの粒子ビーズの入った容器を攪拌するか否かの選択機構を有
し、複数の分析項目の同一ランの計測で、ある一定時間に複数の粒子ビーズの入った容器
を攪拌することが単一分析項目のみの計測実施動作からは通常としても、粒子ビーズ液の
攪拌棒を介しての試薬キャリオーバの有無あるいは大小に関する情報あるいは分析項目オ
ーダー情報に基づき、ある粒子ビーズの入った容器の攪拌を行わなかったり、他の粒子ビ
ーズの入った容器の攪拌を先に行い、計測の順番とは異なる順番で粒子ビーズの入った容
器の攪拌を行い、反応容器への粒子ビーズの分注の直前には行わない。結果として時間当
たりの処理分析数を減らすこと無く、また攪拌棒あるいは攪拌子を介する試薬キャリオー
バを受けること無く、連続した計測を実施することを特徴とする機構および方法を有する
自動分析装置。
【００１０】
免疫分析法において反応固相として粒子ビーズを用いている場合、反応容器への粒子ビー
ズの分注に先立ってこの粒子ビーズの入った容器を攪拌するか否かの選択機構を有し、複
数の分析項目の同一ランの計測で、ある一定時間に複数の粒子ビーズの入った容器を攪拌
することが単一分析項目のみの計測実施動作からは通常としても、分析項目オーダー情報
に基づき、ある一つの粒子ビーズの入った容器の攪拌を行い、他の粒子ビーズの入った容
器の攪拌を行わず、結果として時間当たりの処理分析数を減らすこと無く連続した計測を
実施することを特徴とする機構および方法を有する自動分析装置。
【００１１】
【発明の実施の形態】
（実施例１）
甲状腺刺激ホルモン検査試薬，エクルーシスＴＳＨ試薬パック（ロッシュ　ダイアグノー
スティックス社製）に含まれる、アビジンコート粒子ビーズを用いビーズ攪拌が為されな
い場合、計測値の変動があるか、あるとすればどういったものかを観察した。粒子ビーズ
は最初に１回ビーズ攪拌機にて攪拌された後、ビーズの回転棒による攪拌を受けること無
く、８４秒ごとに反応容器より吸引，反応容器に吐出され、Ｒ１，Ｒ２試薬、さらには定
められた量のＴＳＨ抗原液と混合され、インキュベーションされた。その後粒子ビーズは
洗浄水にて洗浄され、検出器にて、発光量が計測される。計測は自社開発中の自動免疫分
析装置を用いた。
【００１２】
エクルーシスＴＳＨ試薬パックにある粒子ビーズの攪拌後、反応容器への分注のため吸引
されるまでの時間（分）をｘ軸、計測されたシグナル量をｙ軸にとり、各データの計測値
をプロットした。
【００１３】
図１にこの結果を示す。結果から、この試薬パック，ビーズは１５分程度攪拌を受けなく
とも計測値が攪拌を受けた場合に比較して、大きく変動することはなく、ビーズの攪拌を
受けた後、複数回の粒子ビーズの吸引がある場合においても１５分ごとに１回のみの攪拌
を行えば、分析結果に影響を与えることなく計測が行われることが判明した。
【００１４】
このような分析結果に影響を及ぼさない攪拌間隔は、粒子ビーズの大きさ，粒子ビーズが
懸濁している液状試薬の粘度等の物性値に影響されるので、予め実験により異なる液状試
薬毎の標準の攪拌間隔を求めておき攪拌間隔時間に関する情報として記録しておく。
（実施例２）

10

20

30

40

50

(3) JP 3661605 B2 2005.6.15



計測時のアルゴリズム例を示す。
【００１５】
（ａ）キャリオーバ回避のための試薬攪拌操作実施例
免疫分析項目Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄをある規則に従い、あるいはランダムに分析する時、これら
に対応した試薬パックに含まれる粒子ビーズ試薬Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを各々反応容器への分注
に先立って攪拌する。この時、粒子ビーズ試薬ＣからＤへの粒子ビーズ試薬キャリオーバ
により、分析項目Ｄの計測値あるいはそれらに基づく診断判定が影響を受ける可能性が示
唆されるのであれば、粒子ビーズ試薬Ｃの後ろだった粒子ビーズ試薬Ｄの攪拌を実行しな
いことを選択できる。このような試薬キャリオーバの情報は同一の試薬メーカの試薬どう
しであればその試薬メーカから提供されることもある。また、実測により確認することも
できるが、このような情報を試薬キャリオーバに関する情報として記録しておく。
【００１６】
すなわち、
１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　９　　１０　　１１
Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｂ　　Ｄ　　Ａ　　Ａ　　Ｃ　　Ｄ　　  Ｂ　　　Ａ
の順で分析項目Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄが計測され、各々１本ずつある粒子ビーズ試薬ボトルから
粒子ビーズ試薬Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄが試薬分注用プローブにて分注される場合、５番目の粒子
ビーズ試薬Ｄは、粒子ビーズ試薬Ｂの攪拌に後ろだって攪拌される為攪拌をされるが、９
番目の粒子ビーズ試薬Ｄはキャリオーバを受け得る粒子ビーズ試薬Ｃの後ろだって攪拌さ
れることになる為、攪拌は為されずＤの分注が為されることになる。粒子ビーズ試薬Ｄは
５番目の攪拌を受けており、例えば実施例１に準じ検討し攪拌後放置しても計測値の変動
が無いとされる時間内であれば９番目の攪拌は実施しないことが可能であるし、キャリオ
ーバの影響を受け得ることを懸念すれば攪拌しないことが望ましい。例えば、５分以内で
あれば粒子ビーズの攪拌が行われなくとも分析値の変動無く計測が為され、粒子ビーズ試
薬Ｄの５番目での攪拌後、９番目の分注まで、５分以内であれば９番目の分注に先立った
試薬の攪拌は実行しないことが出来る。
【００１７】
（ｂ）同一時間中の複数粒子ビーズ液の攪拌が欲される場合の試薬攪拌操作実施例
免疫分析項目Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈをある規則に従い、あるいはランダムに分析する時、これら
に対応した試薬パックに含まれる粒子ビーズ試薬Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈを各々反応容器への分注
に先立って攪拌する。
【００１８】
複数の粒子ビーズ試薬の攪拌の必要がある時、単一時間においては、単一の攪拌のみが為
される装置上で、計測値あるいはそれらに基づく診断判定が粒子ビーズ試薬の攪拌後その
試薬の反応容器への分注までの時間の影響を受ける可能性が示唆されないのであれば、粒
子ビーズ試薬の攪拌を実行しないことを選択、あるいは、攪拌の順番あるいは攪拌のタイ
ミングを実際の分析に適応されたものとし攪拌を実行できる。
【００１９】
すなわち、免疫分析項目Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈが以下の反応時間に行われ、Ｍにおいてビーズの
攪拌が為される時、
Ｅ；　Ｍ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Ｆ；　－－－－－－－－－Ｍ－－－－－－－－－－－－
Ｇ；　Ｍ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
Ｈ；　－－－－－－－－－Ｍ－－－－－－－－－－－－
（Ｍは粒子ビーズ試薬の攪拌されるタイミングを示す。）
分析項目Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈは図５記載の順番で分析されるとする。
【００２０】
これらの粒子ビーズ試薬の攪拌を各々連続した計測に際して行う時、粒子ビーズ試薬が攪
拌されるタイミングが重なり、決められたタイミングにおいては１つの攪拌しか為されず
当該の攪拌を全て行おうとする場合、攪拌する時間をずらし、ひいてはスループットの低
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下を生むことになり得る。このスループットを落とさず、計測を実行するには決められた
タイミングにおいては１つを除く攪拌を行わないことが必要になる。
【００２１】
例においては、３番目の分析項目Ｆと５番目の分析項目Ｅとの粒子ビーズの攪拌が重なる
ことになり、一方を攪拌しないか一方をこの攪拌時間に先立って行うことになる。５番目
の粒子ビーズ試薬Ｅは１番目において、攪拌を受け、さらに１番目より粒子ビーズ試薬を
攪拌しなくとも例えば実施例１に準じ検討し攪拌後放置しても計測値の変動が無いとされ
る時間内であれば攪拌を実施しないことを選択できる。また、３番目の粒子試薬Ｆあるい
は５番目の粒子ビーズ試薬Ｅの一方の粒子ビーズ攪拌する時間を先立たせ、２番目の粒子
ビーズ試薬Ｇ以降および３番目あるいは５番目の粒子ビーズ試薬の空いている時間に攪拌
を行うことが出来る。同様に、８番目の分析項目Ｈ、と１０番目の分析項目Ｇの分析の際
、一方の攪拌を実施しないか、時間を移動させることが可とされる。
【００２２】
（ｃ）攪拌棒洗浄液使用回避の為の試薬攪拌操作実施例
免疫分析項目Ｉ，Ｊをある規則に従い、あるいはランダムに分析する時、これらに対応し
た試薬パックに含まれる粒子ビーズ試薬Ｉ，Ｊを各々反応容器への分注に先立って攪拌す
る。この時、以下の事項が考察され、粒子ビーズ試薬を攪拌しなくとも計測値に何ら影響
を与えないとされる時間内であれば攪拌を実施しないことを選択できる。
【００２３】
（１）攪拌棒、あるいは攪拌に要で粒子ビーズ試薬に浸漬される部位の洗浄に用いる溶液
の使用回避、付随した水，電気の使用回避。
【００２４】
（２）攪拌棒、あるいは攪拌に際して粒子ビーズ試薬に浸漬される部位の洗浄後、付着し
た洗浄液が、次に攪拌される粒子ビーズ試薬に混じることによりその試薬が希釈されるこ
との回避。
【００２５】
（３）攪拌の操作に付随した無用な粒子ビーズ試薬の飛び散り，エアロゾル化、液体表面
あるいは内部に発生する泡立ちの回避。
【００２６】
すなわち、
１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　９　　１０　　１１
Ｉ　　Ｉ　　Ｊ　　Ｊ　　Ｊ　　Ｊ　　Ｉ　　Ｊ　　Ｉ　　  Ｊ　　　Ｉ
の順で分析項目Ｉ，Ｊが計測され、各々１本ずつあるいは複数ある粒子ビーズ試薬ボトル
から粒子ビーズ試薬Ｉ，Ｊが試薬分注用プローブにて分注される場合、１番目の粒子ビー
ズ試薬Ｉ、および３番目の粒子ビーズ試薬Ｊの攪拌が為されるが、これらの攪拌に後ろだ
って攪拌される粒子ビーズ試薬Ｉ，Ｊにおいては、例えば実施例１に準じ検討し攪拌後放
置しても計測値の変動が無いとされる時間内であれば攪拌を実施しないことが可能である
。
【００２７】
これらの実施例においては、分析項目ＡからＪにおいて同一装置上に粒子ビーズ試薬を含
めた試薬パックは各々１セット置かれているものとする。１分析項目について、複数の試
薬パックが使用されている場合、各々試薬パックにある粒子ビーズ試薬は初回分注時に攪
拌を受け、その後、例えば実施例１に準じ検討し攪拌後放置しても計測値の変動が無いと
される時間内であれば攪拌を実施しないことが可能であることになる。
【００２８】
本例での免疫分析項目あるいは分析項目ＡからＪは、甲状腺刺激ホルモン，サイロキシン
，遊離サイロキシン，トリヨードサイロニン，胎児性癌抗原，妊婦尿性腺刺激ホルモン，
トロポニンＴ，Ｂ型肝炎表面抗原，抗Ｂ型肝炎表面抗原抗体あるいはその他のヒトを含む
動物血液，血清，血漿，尿あるいは髄液その他体液中の微量物質の検査分析項目である。
（実施例３）
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装置機構に関わるユニットの形状例およびその操作例を示す。
【００２９】
（ａ）攪拌棒１の形状例（図２－１参照）
粒子ビーズ試薬５の攪拌に用いられる攪拌棒１を例示する。
【００３０】
（ｂ）粒子ビーズ試薬ボトル攪拌装置例（図２－２参照）
粒子ビーズ試薬ボトル攪拌装置の例を示す。攪拌棒１はモーター２に接続され、その回転
により試薬ボトル４中の粒子ビーズ試薬５の攪拌を行う。支持棒３はモーター２と撹拌棒
１を保持するが、回転上下し試薬攪拌と、攪拌棒１の洗浄がなされる。
（実施例４）
図３を参照して、免疫分析ユニット構成例につき説明する。免疫分析装置により分析可能
な分析項目に対応する試薬液が収容されている試薬容器１０２は、回転動作可能な試薬デ
ィスク１０３上に複数個配列されている。
【００３１】
試料１１１は回転動作可能な試料ディスク１１０上に複数個配列されている。
【００３２】
恒温に維持された反応ディスク１０５は回転動作可能であり、反応ディスク
１０５上には円周に沿って複数の反応位置があり、そこに反応容器１０６が納められる。
反応ディスク１０５は回転動作により反応容器１０６を試料吐出位置，試薬添加位置およ
び反応液吸引位置へと移送する。
【００３３】
試薬分注ピペッタ１０４は試薬ディスク１０３上の試薬吸引位置上部から試薬添加位置上
部までの間を移動でき、また、それぞれの位置で上下移動も可能となっている。粒子ビー
ズ試薬ボトル攪拌装置１０１は、試薬ボトル４上部に移動でき、上下動も可能である。
【００３４】
試料分注ピペッタ１０９は試料吸引位置上部から試料吐出位置上部まで水平方向に移動で
き、また、それぞれの位置で上下移動も可能となっている。
【００３５】
シッパ１０７は反応液吸引位置上部に移動でき、上下動も可能である。また、シッパ１０
７はチューブを介して検出ユニットへ反応液を送る機能を持っている。
【００３６】
試薬分注プローブ，粒子ビーズ試薬攪拌棒、および試料分注プローブは、それぞれに対応
する各洗浄位置１１３，１１２、および１１４の上部まで水平方向に移動でき、また、そ
れぞれの位置で上下移動も可能となっている。ここで攪拌棒あるいはプローブは洗浄液で
洗浄される。
【００３７】
次に免疫分析ユニットにおける処理の流れを説明する。試薬分注ピペッタ 104は試薬吸引
位置上部へプローブを移動し、試薬ディスク１０３上の試薬容器 102内に下降し、所定量
の試薬を吸引する。試薬吸引後にプローブは上昇し、試薬吐出位置まで移動する。そして
、プローブを下降して吸入保持していた試薬を反応容器１０６内に吐き出す。試薬を吐出
した後、試薬分注プローブ洗浄位置１１３まで移動し、プローブ洗浄を行う。粒子ビーズ
試薬の吸引に先立ち、粒子ビーズ試薬ボトル攪拌装置１０１の攪拌棒は、試薬ボトル４上
部に移動しボトル内に下降する。攪拌棒はモーターの回転により試薬ボトル４中の粒子ビ
ーズ試薬の攪拌を一定時間行う。攪拌の後、攪拌棒は粒子ビーズ試薬攪拌棒洗浄位置１１
２へ移動し洗浄を行う。
【００３８】
試料分注ピペッタ１０９は試料吸引位置上部へプローブを移動し、試料ディスク１１０上
の試料１１１内に下降し、所定量の試料を吸引する。試料吸引後にプローブは上昇し、試
料吐出位置まで移動する。そして、プローブを下降して吸入保持していた試料を反応容器
１０６内に吐き出す。試料を吐出した後、試料分注プローブ洗浄位置１１４まで移動し、
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プローブ洗浄を行う。
【００３９】
反応に要する所定時間が経過した後、反応ディスク１０５は、反応容器１０６を反応液吸
引位置へ移送する。シッパ１０７は反応液吸引位置において、ノズルを通して検出ユニッ
トへ反応液を吸引する。反応液を吸引後、シッパ１０７はノズルを緩衝液吸引位置１１５
へ移動し、緩衝液を吸引する。吸引された緩衝液と反応液はチューブを通じて検出ユニッ
ト内のフローセルまで送られ、分析が行われる。それから、シッパ１０７はノズルを洗浄
位置１０８に移動し、ノズルおよびフローセル用の洗浄液を吸引し、その洗浄液によりノ
ズルおよびフローセル内を洗浄する。
（実施例５）
装置機構の粒子ビーズ試薬攪拌時フローチャート例について示す。 (図４参照 )分析オーダ
ーから得られる試薬攪拌情報と、粒子ビーズ間キャリオーバ回避プログラムなどとから、
対応する粒子試薬攪拌の要不要が判断され、さらに必要であれば攪拌時間の変更を行う。
このようなフローチャートでの判断結果に基づき微小粒子が懸濁した液状試薬の攪拌タイ
ミング，分取タイミングを設定する。設定された攪拌タイミング，分取タイミングはＩＣ
メモリー，磁気記憶装置等の記憶装置に記憶され、該記憶に基づいて分注プローブ，攪拌
器の動作がマイクロコンピュータ等の制御器により制御され分析が行われる。
【００４０】
【発明の効果】
（１）本発明によれば、試薬パック中の粒子ビーズ試薬間の試薬キャリオーバが回避され
る。その結果試薬キャリオーバの影響が予想される検査項目の分析を行うとき、キャリオ
ーバを受けること無く分析がなされ、偽陽性あるいは誤った結果の表示が無くなり、診断
が確実になされる。さらには再検査の要が無くなり、医師及び医療従事者の作業量の軽減
、その作業に付随した費用の低減が図られる。
（２）本発明によれば、単一時間内に起こる複数の粒子ビーズ試薬攪拌の要に対し分析性
能を落とすことなく対応することが出来、また装置の処理能力を落とすことも無く検査業
務の効率化が促される。また、粒子ビーズ試薬の攪拌操作回数を減じさせ、さらには攪拌
棒あるいは攪拌子の洗浄回数を減じさせることが出来ることから、これに要する時間，費
用が無くなり、また、洗浄水，電気など一連の検査作業中の費用を低減させることが出来
る。さらには攪拌にともうなう粒子ビーズ試薬の飛散，泡立ちを低減させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】粒子ビーズ試薬攪拌後のある一定時間、更なる攪拌を実施しなくとも、分析が良
好に実施されることを示す。エクルーシスＴＳＨ試薬パックにある粒子ビーズの攪拌後、
反応容器への分注のため吸引されるまでの時間（分）をｘ軸、計測されたシグナル量をｙ
軸にとり、各データの計測値をプロットし、その間を直線で結んだ。
【図２】攪拌棒１の形状例（図２－１）、および、粒子ビーズ試薬ボトル攪拌装置例　（
図２－２）を示す。
【図３】免疫分析装置を用いた分析手法を例示する。
【図４】装置機構の粒子ビーズ試薬攪拌時フローチャート例について示す。
【図５】分析項目の測定順序を例示する図。
【符号の説明】
１…攪拌棒、２…モーター、３…支持棒、４…試薬ボトル、５…粒子ビーズ試薬、１０１
…粒子ビーズ試薬ボトル攪拌装置、１０２…試薬容器、１０３…試薬ディスク、１０４…
試薬分注ピペッタ、１０５…反応ディスク、１０６…反応容器、１０７…シッパ、１０８
…シッパノズル洗浄位置、１０９…試料分注ピペッタ、１１０…試料ディスク、１１１…
試料、１１２…粒子ビーズ試薬攪拌棒洗浄位置、１１３…試薬分注プローブ洗浄位置、１
１４…試料分注プローブ洗浄位置、１１５…緩衝液吸引位置。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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